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る OBE-Relevance Feedback法の 2つの手法を提案している。さらに，実データおよび人工データを用いた
実験により，提案手法の有効性を検証している。
　高次元データ集合では，距離や密度によるオブジェクトの特徴付けが困難となることが知られている。
したがって，OBEを高次元データ集合に直接適用することは難しい。そこで，本論文では，例示外れ値オ
ブジェクトが外れ値としての強い特性を示す低次元の部分空間を，遺伝的アルゴリズムを用いて探索し，
発見された部分空間における外れ値を検出する手法である OBE/H手法を提案している。OBE/Hに関して
は，利用者が与える外れ値が全て信頼できる場合を対象とする OBE/H-B法と，与えられた例示外れ値にノ
イズが含まれる可能性を考慮した OBE/H-R法を検討している。さらに，実データおよび人工データを用い
た実験により，提案手法の有効性を検証している。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　セキュアな情報利用への関心が高まる中，外れ値検出はますます重要性が増している研究課題である。本
研究は，利用者が提示する例示外れ値を用いた外れ値検出という視点から，低次元データ集合と高次元デー
タ集合の両者を対象とする独自性のある各種手法を提案し，実験評価によりその有効性を検証した点が高く
評価できる。よって，本研究はデータ利用の高度化に関わる情報工学上の貢献が大きいと認められる。今後，
より本格的な実用場面への適用や，手法のさらなる一般化等，残された研究課題への取組が期待される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
